
 
 
 
 

全国都道府県担当者会議 

市町村による在宅医療・介護連携の 
取組について 
東京都北区 

 
平成２７年１０月２６日 

 

 
 
 
 

 

東京都北区健康福祉部 

介護医療連携推進・介護予防担当課長 

小宮山 恵美 

平成27年度 都道府県医療介護連携調整実証事業 

第１回 都道府県在宅医療・介護連携担当者 
・アドバイザー合同会議（H27.10.26) 

 
資料2-3 

 



北区の高齢者の状況と医療資源の
状況 

東京都北区介護医療連携推進小宮山 
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東京都北区の位置と名跡 
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       飛鳥山公園 

赤水門（旧岩淵水門）     都電 

東京都北区の位置と名跡 
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担当組織 

【健康福祉部】 

 

 

 

 

 

【北区保健所】 

  生活衛生課・保健予防課 
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高齢福祉課 

日常生活支援総合
事業担当 副参事 

介護医療連携推進・介護予防担当課 
課長（保健師） 

介護医療連携推進 
担当主査 １名 

介護予防担当 
主査 １名 主事３名 

認知症施策担当 
主査 １名  



     高齢者福祉について  

○高齢者の現状 

 ◆平成２７年４月１日現在 

   ・総人口             ３３８，８５４人 

   ・高齢者人口 （６５歳以上）         ８６，２５５人 （２５．５％）  

   ・後期高齢者人口 （７５歳以上）      ４２，３９１人 （１２．５％） 
   ＊ 高齢化率は２３区で１番高い。【２位：足立区 24.2％ ３位：葛飾区24.1％】 

    ＊ 前期高齢者と後期高齢者は半々になっている。 
    ＊ 一人暮らし高齢者が増えている。（３０，２７８人 高齢者の３５．３％） 

     ＊ 高齢化率の高い地区 桐ヶ丘 高齢化率 ５６，２％ 後期高齢者は33.9％    
  

  ◆参考：平成７年１月１日 

    ・総人口          ３３１，６１３人          

    ・高齢者人口       ５２，６０１人 （１５．９％） 
    ・後期高齢者人口    ２０，３１４人 （６．１％）  
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北区第６期介護 
保険事業計画より 
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北区第６期介護 
保険事業計画より 



 
北区の療養に関する床数 

（平成２６年度） 
 

施 設 名 施 設 数  床  数 

一般病床 
（精神科を除く）※ 

２６か所 病院１８か所・
有床診療所８か所    １８２７ 

療養病床※ ７か所  ５７７ 

内）介護療養病床※ １か所    ２０ 

老人保健施設  ６カ所     ５６１ 

特別養護老人ホーム 区内１０カ所 
区外７か所 

９８４ 
１７５        

特定施設入居者生活
介護（有料老人ホーム） 

６カ所 
３８２ 
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※東京都病
床機能登録よ
り作成 



北区の在宅医療系資源 
（平成２６年度） 

施 設 名 施 設 数   

在宅療養支援病院 ５    

在宅療養支援診療所 ３８   

かかりつけ医での往診
可能な医療機関 

５８ 在宅療養あんしん

マップ調査より    

訪問歯科診療 ５５ 在宅療養あんしん

マップ調査より      

訪問可能な薬局 ６７ 在宅療養あんしん

マップ調査より   

訪問看護ステーション ２５         

訪問リハビリテーション
事業所 

６ 
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地域密着型サービス 
（平成２６年度） 

施 設 名 施 設 数  定 員 数 

認知症対応型共同生
活介護（グループホーム） 

１４か所 
     ２５８ 

認知症対応型通所介
護（認知症デイサービス） 

１８か所 
２５１  

小規模多機能型居宅
介護 

２か所 
   登録４９ 

看護小規模多機能型
居宅介護 

１カ所 
   登録２５ 

夜間対応型訪問介護 １か所         

訪問介護定期巡回・随時
対応型看護 

１か所           
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病
院 

(一般280） 

病
院 

（一般311） 

病
院 

病院（一般177） 病院 
（一般150） 

（一般132） 

 
(一般95） 

    病院 
(一般59・療養58） 

病院 
112床 

病院 
(一般66） 

 
（一般28・療養45） 

病院（一般50） 

病院（療養59） 

病院 （一般60、療養20） 

滝野川圏域 人口100301人 
医療機関 １８か所 

王子圏域人口97994人 
医療機関 ２５か所 

赤羽圏域 人口136428人 
医療機関 １５か所 
在宅医療関係機関が少な
い 

病院 
（回復期165） 

病院 
（一般38・ 
療養94） 

病院 
（一般39・療養60） 

＊有床診、精神科ﾍﾞｯﾄﾞ除く 

病院 （一般38） 
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北区の地域医療イメージ 

２００床
以上 

２００床
未満 

在宅療養あんしんマップ 
登録医療機関 



課 題 

• ７５歳以上の高齢者が増加する 
⇒疾患の管理が必要、認知症になる高齢者が増加 

⇒在宅療養者が増え、多死社会の到来であること 

 

• ひとり暮らし・高齢世帯の割合が多い 
⇒見守り、生活の危機に脆弱であること 

 

• 区内での療養生活の受け皿が少ない 
⇒病床のみなならず、住まい方の工夫が必要であること 

⇒地域の医療機能の把握はこれからであること 
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在宅療養の環境整備 

東京都北区介護医療連携推進小宮山 
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「長生きするなら北区が一番」専門研究会 

  超高齢化社会の到来を見据え、
高齢者が地域で安心できる体制を
総合的に整備していくことを検討
及び研究し、次期高齢者保健福祉
計画の検討に引き継ぐことを目的
に、平成２３年度に設置された。 
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長生きするなら北区が一番 
専門研究会の枠組み（イメージ） 
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北区医師会副会長が  
研究会の委員 



Ⅲ 介護と医療の連携による地域包括ケアの推進事業 

課題として整理されたこと １ 

①高齢化が進んでいる北区では、地域との関わり
の少ない一人暮らし高齢者が増加傾向にあり、
認知症を合併する方も多いため、医療・介護に
つながらない高齢者の緊急時の対応に様々な困
難を伴っている。 

 
②経管栄養、気管切開、酸素療法、カテーテル処
置など、医療依存度の高い要介護高齢者の在宅
療養継続のため、医療と介護の連携がますます
重要となっている。（医療処置が必要なため、
特別養護老人ホーム等の介護保険施設に入所で
きない要介護高齢者が増加している。） 
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Ⅲ 介護と医療の連携による地域包括ケアの推進事業 

課題として整理されたこと２ 

③療養型病床の再編及び急性期病院における平均
在院日数の短縮により、在宅医療を必要とする
要介護認定の増加が見込まれている。 

 

④医療処置が必要となった一人暮らし高齢者の退
院にあたり、安心・安全な在宅療養生活を介護
・医療の両面から総合的に調整する機能が地域
包括支援センターに求められている。 
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平成２４年度からの新規事業 

① 在宅介護・医療連携推進会議の設置 

 

② 高齢者あんしんセンターサポート医 
 の配置 
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在宅介護医療連携推進会議 

  在宅療養生活を送る高齢者が住み慣れた自宅で
自分らしく過ごすために、より密接な介護と医
療の連携を推進することを目的として、介護と
医療の連携の在り方や仕組みづくりについて検
討を行う。 

  検討部会を設置して、課題解決に向けて取り
組んでいる。 

  平成２５年度 ４部会 

  平成２６年度 ４部会 

  平成２７年度 ４部会 
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在宅療養支援基盤の構築に 
向けた方向性 

１ 他職種との顔の見える連携づくり 

２ 在宅療養を進める人材育成 

３ 多職種との情報共有のしくみづくり 

４ 区民への啓発活動 

  のもとに、 

 

①在宅療養支援の環境整備 

②多職種連携のしくみづくり 

③区民への啓発活動 
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王子・赤羽・滝野川圏域 顔の見える連携会議

在宅療養者
介護者

かかりつけ医
歯科医
薬局

在宅療養
支援診療所

訪問看護
ステーション

医療連携による地域包括ケア推進のイメージ案
平成２７年度版

在宅療養相談窓口
在宅療養
協力支援
病床

ケアマネジャー

介護サービス事業所

『高齢者あんしんセンターサポート医』

高齢者あんしんセンター

急性期病院
介護施設

回復期病院
老人保健施設

介護医療連
携共通シート

『北区在宅介護医療
連携推進会議』

多職種連携
研修

検討部会

行 政
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北区在宅介護医療連携推進事業① 
「在宅医療・介護連携推進事業の手引きＶｅｒ．１」厚生労働省老健局老人保険課平成２７年３月を参考 

項 目 事業名 ２４ 
年度 

２５ 
年度 

２６ 
年度 

２７ 
年度 

ア）地域の医
療・介護の資
源の把握 

医療社会資源調査検討部会 

医療社会資源調査の実施 

在宅療養あんしんマップ 

イ）在宅医療・
介護連携の課
題の抽出と対
応策の検討 

在宅介護医療連携推進会議 

各部会 

ウ）切れ目の
ない在宅医療
と在宅介護の
提供体制の構
築推進 

在宅療養後方支援病床確保検討部
会 

在宅療養協力支援病床確保事業 

病院委員会との事例検討会 
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北区在宅介護医療連携推進事業② 
「在宅医療・介護連携推進事業の手引きＶｅｒ．１」厚生労働省老健局老人保険課平成２７年３月を参考 

項 目 事業名 ２４ 
年度 

２５ 
年度 

２６ 
年度 

２７ 
年度 

エ）医療・介護
関係者の情報
共有の支援 

介護医療連携共通シート導入検討部
会 

介護医療連携共通シート導入 

ＩＣＴネットワークの構築（医師会） 

オ）在宅医療・
介護連携に関
する相談支援 

在宅療養支援窓口検討部会 

在宅療養相談窓口設置 

在宅療養相談窓口主治医ネットワー
ク・事例検討会 

カ）医療・介護
関係者の研修 

多職種連携研修会 
（北区在宅ケアネット） 

顔の見える連携会議 

摂食嚥下機能支援推進部会 
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北区在宅介護医療連携推進事業③ 
「在宅医療・介護連携推進事業の手引きＶｅｒ．１」厚生労働省老健局老人保険課平成２７年３月を参考 

項 目 事業名 ２４ 
年度 

２５ 
年度 

２６ 
年度 

２７ 
年度 

キ）地域住民
への普及啓発 

きたく介護あんしんフェア 
在宅療養を進める講演会 

各あんしんセンターでの講座 

今から考える老い支度講座（社協） 

ク）在宅医療・
介護連携に関
する関係市区
町村の連携 

区西北部医療圏（板橋・豊島・練馬） 

その他 認知症疾患医療介護推進部会 
ケアパス・初期集中支援チーム等 

高齢者あんしんセンターサポート医 
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顔の見える連携づくりが進む中で 
多職種連携研修会の取組み 

・地域の医療・介護関係者の人材や団体との連携 

 北区リハビリテーションネットワーク 
 （理学療法士・作業療法士・言語聴覚士） 

 北区ケアマネジャーの会 

 

・訪問看護認定看護師が７名いること 

 訪問看護ステーションの増加 

 地域の看―看ネットワークづくり 

 「北区ナーシングヘルスケアネット」開始 
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顔の見える連携づくりが進む中で
多職種連携研修会の取組み 

・さまざまな団体が独自に連携を開始 

 

※北区医師会「多職種連携推進委員会」設置 

※「北区在宅歯科連絡会」の設立 

※「北区在宅ケアネット」の設立 

 サービス提供責任者の会も加わり、多職種連携研修会・   

 顔の見える連携会議など企画・運営 

※「北区ソーシャルワーカー連絡協議会」の設立 

※行政として、北区医師会の委員会など、保健所長、 

 担当課長（保健師）、職員がオブザーバーとして参加 
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高齢者あんしんセンターサポート医 

•高齢者あんしんセンターからの医療に関する相談 
対応 

•医療・介護につながらないひとり暮らし高齢者や 
認知症高齢者の訪問相談 

•介護保険認定のための主治医意見書の作成 

•成年後見制度審判請求のための診断書及び鑑定書 
の作成 

•退院支援のアドバイス等 

•王子・赤羽・滝野川の圏域ごとの情報交換・事例 
検討等 

29 
東京都北区介護医療連携推進小宮山 



高齢者あんしんセンター 
（地域包括支援センターの愛称） 現在１５か所 
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相談の流れ平成２５年度～ 
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高齢者あんしんセンター 
サポート医実績 

（平成２４年６月～平成２７年３月） 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

 
サポート医人数 

 
３名 

 
４名 

 
４名 

 
医療相談 

 
５４件 

 
７件 

 
― 

 
訪問相談 

 
２２件 

 
３６件 

 
２２件 

 
情報交換会 

 
９回 

 
２４回 

 
１２回 

 
サポート医連絡会 

 

 
５回 

 
１回 

 
１回 
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サポート医事業の導入効果 
高齢者あんしんセンターサポート医より 

• 医療者がセンターに出向くことで、医療者と介護
関係者の垣根が下がるチャンスになった。 

• センター職員との連携窓口が一本化して、対応に
困ったケースについて迅速に対応できた。 

• センター職員とのカンファレンスにおいて、お互
いに顔を合わせる中で、センター職員が抱えてい
る医療面の問題というのがどのようなことかが 

 理解できた。 
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サポート医事業の導入効果 
センター職員より 

• タイムリーで身近なケース相談ができている。 

• ケース対応で医療につなげるための工程が短 
縮されたケースがあった。 

• 看護職以外の職員への助言が受けやすい状況 
である。 

• センター職員自身の疾患への理解が深まった。 

• 介護保険主治医意見書の作成をお願いできること 
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高齢者あんしんセンターサポート医事業の効果と課題
～平成２７年９月 職員ヒアリングより～ 

• 地域医療機関の対応に変化がみられた 

⇒「介護保険主治医意見書」の記載 

⇒センターを理解してくれて、サポート医と同様   
に相談・対応してくれる医療機関が出現 

 

• サポート医に変化がみられた 

⇒センターの勉強会講師等 

⇒認知症カフェのチラシを診察室で配布 
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５圏域に１名ずつ配置 

認知症サポート医の研修
を修了している。 

アウトリーチ機能を持った動き 

高齢者あんしんセンター 
（地域包括支援センター） 

高齢者あんしんセン
ターサポート医 訪 問 相 談 

認知症の疑いなどあり、
医療機関・介護福祉
サービスにつながらな

い高齢者 

同行訪問 

精神科医師による 
認知症高齢者訪問相談 

認知症疾患医療センター
へ相談 

（専門相談・入院等） 

介護・医療連
携推進担当 
（報告書） 

タイムリーな対応 

・認知症かど
うかの見立て 

・介護保険主
治医意見書
の作成等 

地域かかりつけ
医を紹介 
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北区医師会との連携 

区と北区医師会が在宅療養支援の連携・協力
に関する包括協定を締結 
 
 
包括協定に基づく事業 
 在宅療養相談窓口の設置 
 在宅療養協力支援病床 
   確保事業 
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住み慣れたまちで最期まで 
暮らすために 

東京都北区介護医療連携推進小宮山 
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平成２３年度 北区「全高齢者実態把握調査」より 
介護が必要になった場合の暮らし方 

 

「自宅で暮らしたい」が４５％ 
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平成２６年度介護保険事業計画のためのアンケート調査より 
「終末期の療養場所について」 
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0.3

0.8

3

8.2

3.8
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8.5
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19.3

26.5

0.4

0.8

6.1

7.1

7.3

11.1

11.1

13

16.6

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

専門医療機関で積極的に治療を受けたい

ホスピスに入院したい

介護施設に入所したい

緩和ケア病棟に入院したい

今まで通った病院に入院したい

わからない

家族や介護者にまかせる

自宅で最期まで療養したい

６５歳以上

認定者

%
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・「自宅で最期まで療養したい」 
 ６５歳以上16.6％、認定者19.3％ 
・「入院」については、 
 ６５歳以上24.5％、認定者17.6％ 
・「まかせる」「わからない」「無回答」 
 ６５歳以上50.6％、認定者53.7％ 
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北区の在宅療養の目指す姿 

高齢になっても、 

 安心・安全に住み慣れたまちで、 

 その人らしく充実してくらしていける 

 在宅療養生活 
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